

















































































































































































国調人口（人） 増減率（％） 高齢者比率 若年者比率 過去最深
順立 市町村名 45年 7年 7／45（％）　2年 （％）　2年 積雪（cm）
1 高柳町 6，410 2，802一56．　3 25．　9 11．45062 松之山村 7，473 3，418一54．　3 26．　3 8．　7 502
3 松代町 9，584 街690一51．　1 24．　0 10．　0 487
4 大島村 5，018 2，776一44．　7 22．　8 11．　3 494
5 牧　　村 5，945 3，294一44．　6 22．　7 12．8492
6 鹿瀬町 臥540 3，079一44．428．　4 10．　2 285
7 安塚町 7，479 生176一44．222．2 12．　5 5558 山古志村 生446 2，523一43．324．0 15．　0 655


















































人 口（人） 高齢者人口（人） 高齢化率（％）
町　名 世帯数 総数 男 女 65以上 75以上 65以上75以上十日町市 12，7944生72821，90022，8288，770 363420．1 8．1
下条地区 1，009 4，0891，9862，103 984 447 24．1 11．0
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料：平成7年度国勢調査）
注）高齢者人口とその比率は、野田と蟹沢、平と願入、漉野と慶地ではその合計値である
一50一
豪雪地帯過疎山村における居住地の再生一人口減少並びに高齢化の実態一
　下条地区の山間部の挙家離村は1965（昭和40）年頃から始まっている（その状況
の詳細は調査中）。十日町市中心部や長岡市・関東方面に出た家もあるが、その多くは下
条地区の飯山線下条駅並びに国道117号線の通っている交通の便の良い平場に移転した
家が多い。特に慶地集落には空き家が目立ち、現在5戸しか残っていない。空き家は二子
や願入・漉野などにも点在しており、放置すると地域生活機能の維持が麻痺してしまう恐
れがあり、その防止策が求められる。
　県内の豪雪過疎高齢化進展地帯では、児童数の減少に伴い小学校の廃校化が進み、高齢
化は老夫婦世帯や老人単身世帯の増加に伴い、雪下ろしボランティアの結成が新聞を賑わ
すようになっている。また、冬季だけ中心部に移り住む施設づくりも津南町などで若干試
み的に存在するが、そのような世話を受ける段階になると雪解けと共に息子夫婦に引き取
られ、家が無くなってしまうなど上手く行かないようである。
　　　　　　　　　　　　　　　　7．住宅更新
　住宅ブー・・一ムは、戦後のベビーブーム世代が結婚適齢期に入った1970（昭和45）年
頃から始まった。1975（昭和50）年頃からは核家族化が進展し、都会に出たサラリ
ー一・・}ンが郊外に持ち家を取得する動きが顕著となった。そして、人口の伸び以上に新規世
帯並びに世帯分離世帯が増加し、空前の住宅ブーム（年間新設住宅着工件数150万戸前
後）が政府の内需拡大策とも連動してバブル崩壊後の1996（平成8）年まで続き、1
997（平成9）年に至りようやく沈静化する兆しが見え出した。因みに1952（昭和
27）年の世帯数は1，697万世帯であるが、これが1960（昭和35）年には2，0
63万世帯、1970（昭和45）年には2，915万世帯、1980（昭和55）年に
は3，583万世帯、1990（平成2）年には4，116万世帯となり、1995（平成
7）年には4，424万世帯と実に、この44年間に2．6倍にも増えている。しかしなが
ら2010年頃わが国の人口は1億3千万人を越えてピークを迎え、その後は減少すると
予測6）されている。このようなことから考えると、わが国における住宅建設は既にそのピ
ークを過ぎ、これからは負の需要期に入るものと予想される。
　このことは、最早戦後の団塊の世代が25年前後にわたる長期の住宅ローンを借りて住
宅を取得することが難しい年齢に至ったことと、世帯分離も高齢化の波の中で頭打ちとな
り、単身世帯の増加が今後も見込まれるとしても、全体として住宅取得可能年代層が減少
する中で、今後は年間100万戸前後で推移することが予想されるからである。
　豪雪地帯では1970（昭和45）年頃までは茅葺き屋根の厩中門付き三間取り広間型
住宅が多く見られた。その後高床式住宅の普及が見られるようになり、1987（昭和6
2）年4月から税制や金融公庫の優遇策が講じられるようになったため、無雪道路沿いに
爆発的に建てられるようになった。しかしながら、これまでの人力雪下ろし方式による和
小屋の二階建て木造住宅のストックが多く、特に定住し続けるかどうか迷っている高齢者
世帯ではそれが多くなっている。このような中で、豪雪地帯における幾っかの中山間集落
では、現在70戸や100戸あっても、今から10～20年後にはそれが1／10に減少
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してしまう集落が増加するものとの懸念が広がっている。
　十日町の下条地区の場合は、県内の他の地区に比べて恵まれているが、平場の新設住宅
には滑落式の高床住宅や、一部には融雪方式を採用した克雪住宅も見られるが、その多く
は人力雪下ろし方式の住宅のままである。これは国道117号線の拡幅整備が遅れており、
それを待っているためとのことであるが、公共工事の一律7％削減が日程に上っている中
で、この更新は難しいものと推察される。現在は一人暮らし老人世帯や老人夫婦世帯は少
なく殆どが同居世帯であるが、現在の50歳前後の世帯主が高齢者になった時にその雪下
ろし問題が深刻な問題としてクローズアップするものと予想される。
　　　　　　　　　　　　　　　　8．おわりに
　過疎と過密の解消が叫ばれてから久しいが、その人口密度7）を比較すると新潟県北魚沼
郡入広瀬村では8．22人／k㎡であるのに対し、東京都中野区では18，831．75人
／k㎡と実に2，291倍もの差となっている。これは裏返すと大変贅沢な生活をしてい
ると評価出来る。しかしながら、その差は開く一方で、経済社会においては所得の差のみ
ならず人や明かりが恋しく思える程の悲哀にも通ずる面があるが、これ程豊かな大自然に
囲まれて生活し、人と人との濃密な触れ合いが可能であることに誇りと自信を持ち、逆転
の発想を持って、交通と通信の便が飛躍的に改善されたメリットを活かし、生活拠点はそ
こに置くとしても、生活交流圏は国内から海外まで広げて、楽しく充実した人生とするこ
とが求められる。
　現在、文中でも述べた十日町市下条地区で住民の方々の協力を得て、「高齢化社会を迎
えた豪雪地帯の雪対策jというテv－一・一マでワークショップなどを開催し、このような中山間
地帯における実態把握と今後の展望を切り開く作業を行っている。このようなワS－一一一クショ
ップを他の地域にも広げ、現場の声を反映したまち並びにむらづくり計画を幅広く考えて
行きたいと考えている。
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